





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































．Ⅲ ８２９７６７８１１ ３５１８７４１０ １１１１１１２ １１２２２２１１２２ １１１ＩＩ 寛１ ４５６７８９０１２ ５６ ０１ ５６７ ２ ２２２２ ３３ ３３ ４４ ４４４ ６ ６６６６ ６６ ６６ ６６ ６６６ １１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１ 【亜山（］‐）〉二０Ｍ一圏怜癖ｅ梹暑塾「’’二距糎 ①国
】大本大当記録（能美定久
NＣ 西暦 和暦 月 日 大当名 当人 寄子１ 寄子２ 寄子３ 寄子４ 寄子５ 寄子６ 寄子７ 備考
1 1619 元和５ １０ 1８ 家守 神六 坂本 石原名 河本両名 中原両名 家守 寄子Ａ組
２ 1620 元和６ 1１ １ 秋守 庄屋弥二郎 光冨両名 広金 大坪 八郎迫 下河内 秋守 寄子Ｂ組
３ 1621 元和７ 1０ 1１ 山本 勘右エ門 松院 大坪 木屋河内 六反田 中河原 木崎 山本 寄子Ｃ組
４ 1622 元和８ 1０ 2９ 河本 吉蔵 坂本 石原名 河本両名 中原両名 家守 寄子Ａ組
５ 1623 元和９ 1０ ３ 大坪 八蔵 光冨両名 広兼 土居名 八郎迫 下河内 寄子Ｂ組
６ 1624 寛永１ 1０ 1８ 広兼 六郎右ヱ門 松院 大坪 木屋河内 六反田 中河原 寄子Ｃ組
７ 1625 寛永２ 1０ ２ 来佐木 四郎右ヱ門 坂本 石原名 河本両名 中原 家守 寄子Ａ組
８ 1626 寛永３ 1０ 1２ 六反田名 与右ヱ門 光冨両名 広兼 土居名 八郎迫 下河内 寄子Ｂ組
９ 1627 寛永４ 1０ 2９ 中原 六日市弥三郎 大坪 木屋河内 秋守 遠給 山本 寄子Ｄ組
1０ 1628 寛永５ 1０ 1７ 松影名 十郎右ヱ門 坂本 石原名 川本両名 中原 家守 松影 寄子Ａ組
1１ 1629 寛永６ 1０ 1６ 松影 六日市神右ヱ門 光冨両名 広兼 土居名 八郎迫 下河内 寄子Ｂ組
1２ 1630 寛永７ 1０ 1７ 八郎迫 善五郎 大坪 木屋河内 秋守 中河原 遠給 山本 寄子Ｄ組
1３ 1631 寛永８ 閏1０ 2８ 中河原 作右ヱ門 坂本 石原名 ｌｌｌ本両名 中原 家守 遠給 寄子Ａ組
1４ 1632 寛永９ 1０ 11 中原 久左ヱ門 光冨両名 広兼 土居名 八郎迫 下河内 寄子Ｂ組
1５ 1633 寛永1０ 1０ 2１ 新田 弥助 大坪 木屋河内 秋守 中河原 遠給 山本 寄子Ｄ組
1６ 1634 寛永1１ 1０ 2７ 中河原 神祇 石原名 松影 中河内 中原 家守 坂本 寄子Ａ組
1７ 1635 寛永1２ 1０ ２ 石原名内 助三郎 光冨両名 広兼 土戸 八郎迫 下河内 寄子Ｂ組
1８ 1636 寛永1３ 1１ ３ 光冨 彦右ヱ門 大坪 木屋河内 秋守 中畠 恩給 山本 寄子Ｄ組
1９ 1637 寛永1４ 1０ 2５ 石原名 七内 石原名 松影 中河内 中原 家守 坂本 寄子Ａ組
2０ 1638 寛永1５ 1０ 2２ 光冨 善助 作右ヱ門 神右ヱ門 弥三郎 十左ヱ門 弥四郎 弥二郎
2１ 1639 寛永1６ 1０ 1９ 下河内 十内 善右ヱ門 市助 六右ヱ門 弥三郎 弥七郎 八蔵
2２ 1640 寛永1７ 1０ 1９ 明森 又十郎 弥七 十左ヱ門 吉蔵 助十郎 七内 大郎助
2３ 1641 寛永1８ 1０ 2３ 坂本 大郎助 勘右エ門 弥作 弥左ヱ門 助三郎 助蔵 六兵衛
2４ 1642 寛永1９ 1０ 2５ 光冨 市助 六左ヱ門 弥四郎 弥次郎 善助 善右ヱ門 喜三郎
2５ 1643 寛永2０ 1０ 2７ 木屋河内 弥三郎 助八 助蔵 文蔵 吉蔵 弥七 弥三郎
2６ 1644 寛永2１ 1０ 2８ 光冨 弥三郎 神祇大夫 助十郎 七内 大郎助 助三郎 善五郎
2７ 1645 正保２ 1０ 1７ 山本 助十郎 又十郎 神左ヱ門 六左ヱ門 弥四郎 弥二郎 善助
2８ ６４６ 正保３ 1０ １４ 家森 弥七 市助 弥三郎 助八 善右ヱ門 助蔵 六兵衛 弥七
2９ 1647 正保４ 1０ 2７ 河本 吉蔵 助十郎 七郎兵衛 鬼清 肋三郎 善五郎 又十郎 吉蔵






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































NＣ 年 名 頭人 備考
１ 1222（承応ｌ） 六日市 源右ヱ門 地名
２ １６６９（寛文９） 横竹 市助
３ 1680（延宝８） 中畠ケ 宮福 名屋敷
４ 1681（天和１） 桐木 市郎左ヱ門 名屋敷
５ 1682（天和２） 茶円 利兵衛
６ １６８６（貞享３） 士井 六郎右ヱ門 名屋敷
７ 1687（貞享４） 坂本 茂左ヱ門 名屋敷
８ 1706（宝永３） 光福 七郎右ヱ門 名屋敷。もと光冨か
９ 1763（宝暦１３） 山まき 六右ヱ門
1０ 1770（明和７） 田中 権左ヱ門
1１ 1773（安永２） 新屋 長右エ門
１２ 1776（安永５） 神田名 次郎兵衛
1３ 1777（安永６） 鍛冶屋 権六
1４ 1778（安永７） 坊河内 惣左ヱ門
1５ 1781（天明ｌ） ｉ１ 】 仁三郎
1６ 1782（天明２） みそうち 七兵衛
1７ 1790（寛政２） 尾|崎 五郎右衛門
１８ １７９３（寛政５） 神畠名 忠三郎
1９ 1795（寛政７） 下沢田 久蔵 地名
2０ 1819（文政２） 恩給田尾名 初五郎
2１ 1821（文政４） 田中下森名 八助
2２ 1824（文政７） 水をち 久米蔵
2３ １８２８（文政11） 下組石原名 朝七 下組は地名か。石原名は既出
2４ 1835（天保６） 屋敷田 兼蔵
2５ 1845（弘化２） ねきの 藤兵衛 ｢ねきの」は「祢宜の」の意か
2６ 1848（嘉永ｌ） 西原 福治郎
2７ 1849（嘉永２） ミツトヨ 六兵衛
2８ 1850（嘉永３） 木分かハチ 五郎
2９ 1851（嘉永４） 森分名 重助






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































干支 屋敷名 本名 公文 名護脇
子 河内 渡辺初左ヱ門 山尻明美 茅原勝義
丑 上徳 ○上徳睦夫 橋本唯正 介山虎夫
寅 光長 ○光長節夫 土井寿勝 吉Ⅱ｜学
卯 正中 正中金正 ○道面明 斎藤真雄
辰 大久保 ○米田利夫 田中理作 西村進
巳 藤 安 ○永安初子 久保克巳
午 森脇 ○森脇伴文 ｌｌｌ上 列ｊｂＧ､ 田中勇一
未 屋下地 ○澄川梅夫 渡辺木好 渡辺茂夫
申 鍛冶屋 ○中村義喜 佐間喜右ヱ門 出会修
酉 三助 ○介山公男 熊山悟 渡辺茂夫
戌 山本 ○房崎輝臣 吉木恒 光長知男















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































５ 石王名 田底名 田底名＝田低名か
６ 小野名 徳長名




1１ (不明） 横屋名 横屋名は木薗神社のみ（？）
1２ 寺河内 皷頭名
1３ 正長名 寺河内
１４ 有福寺 安光名 有福寺は木部八幡宮のみ
1５ 金谷（名） 畑名也
1６ 安光名 落野
1７ 舟越子 金谷名 舟越子は木部八幡宮のみ
1８ 落野名 小山名 小山名は木薗神社のみ（？）
1９ 河尻名 鍛冶給
2０ 田低名 (なし） 田低名＝田底名か
2１ 畑名也 (なし）
11形県立米沢女子短期大学紀要第44号
財審議会、一九六六年、四九頁）、「吉賀記』（六日市町文化財審
議
会
、
一
九
七
六
年
、
一
○
六
～
二
七
頁
）
、
萩
原
龍
夫
「
祭
祀
組
織
」
（和歌森太郎編「西石見の民俗」、吉川弘文館、’九六二年、一
九一～’九五頁）、『六日市町史」二（六日市町、’九八八年、
一
○
六
～
二
○
頁
）
な
ど
を
参
照
の
こ
と
。
（３）古い大本大当記録を萩へ持っていったというのは、『萩藩閥閲
録』（一七二○〈享保五〉年～一七二五〈享保一○〉年編纂）の
資
料
と
し
て
徴
収
き
れ
た
と
い
う
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。
大
本
大
当
記
録
第
一
冊
（
能
美
定
久
氏
保
管
文
書
）
の
解
読
に
あ
た
っ
て
は
、
山
根
博
氏
撮
影
の
写
真
を
利
用
し
た
。
な
お
、
こ
の
儀
礼
は
「
大
本
大
当
」
と
書
か
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
記
録を「大本大当記録」と呼んでおく。
（４）『日本歴史地名大系」島根県の地名（平凡社、一九九五年、七六
九～七七○頁）、『角川日本地名大辞典』島根県（角川書店、一
九七九年、六七一一一、八七一～八七一一一頁）。
（
５
）
前
掲
注
（
１
）
藤
井
著
書
第
一
編
第
一
章
、
前
掲
注
（
１
）
薗
部
著
書
第
二
章
、
及
び
同
「
備
後
国
杭
荘
の
名
主
座
に
つ
い
て
」
を
参
照
の
こ
と
。
（６）前掲注（１）薗部著書第二章。
（７）この「寄子名」の字体は、「寄子各」とも読むことができる。し
か
し
、
寛
文
二
年
条
の
「
同
名
八
郎
右
ヱ
門
」
も
「
同
各
八
郎
右
ヱ
門
」
と読めることから、「寄子名」と読むべきである。
（８）前掲注（２）『吉賀記乾之巻坤之巻』（五三頁）、同『吉賀記」
（一三七～一四一頁）、前掲注（２）萩原「祭祀組織」（一九○～
一九一一一頁）などを参照のこと。
（９）平成三年一一一月七草申記録帳（愛宕神社所蔵文書）。
（Ⅲ）前掲注（９）七草申記録帳、所収。なお、前掲注（２）『吉賀
記』（一三九頁）も同文書の写を載せるが、読みに若干問題があ
る。
（ｕ）明和五年正月河内大明神祭礼当屋人別名（愛宕神社所蔵文書、
前掲注（２）『吉賀記』、’一一一九～一四○頁、所収）。一部、読み
下
し
て
写
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
ま
ま
引
用
し
た
。
原
文
書
は
未
見
で
あ
る
。
（皿）前掲注（２）『吉賀記乾之巻坤之巻』（二九頁）、前掲注（２）
『吉賀記』（一八○～一八一頁）、『六日市町史』一（六日市町、
一
九
八
一
年
、
四
六
九
～
四
七
八
頁
）
な
ど
を
参
照
の
こ
と
。
以
下
、
本
稿における牲の舞の記載は、『吉賀記』による。
（Ｂ）『津和野町史』一（津和野町、一九七○年、六八四～七○二頁）
を
参
照
の
こ
と
。
な
お
、
『
津
和
野
町
史
』
二
（
津
和
野
町
、
一
九
七
六
年、四○～四一頁）にも、鷲原八幡宮の祭祀についての記述が
ある。
（Ⅲ）前掲注（４）『日本歴史地名大系』島根県の地名（七六九、七八
三～七八四頁）。
（胆）前掲注（田）「津和野町史』一（七○一｜～七一三頁）。
（蛆）応永二年五月木部八幡宮洪鐘銘（光厳寺〈山口県山口市内問田〉
所蔵、「津和野町史』｜、津和野町、’九七○年、七○四～七○
六頁）。参考までに銘文の一部を引用する。
日
本
国
石
見
州
吉
賀
郡
内
木
部
郷
有
八
幡
大
菩
薩
霊
4０ 
薗部：'１１陰地万の名主座について（上）
同
県
津
和
野
町
の
調
査
に
関
し
て
は
、
津
和
野
町
埜
庄
之
進
氏
、
宅
野
忠
行
氏
の
ご
高
配
を
た
ま
わ
っ
た
。
【付記】
島
根
県
吉
賀
町
の
調
査
に
関
し
て
は
、
吉
賀
町
教
育
委
員
会
・
水
津
浩
信
氏
、
指月神社宮司・能美定久氏ならびに水落裕之氏、介山公男氏、房崎隆
氏
の
ご
高
配
を
た
ま
わ
っ
た
。
（
Ⅳ
）
永
正
九
年
七
月
八
日
八
幡
権
現
行
薗
座
次
第
書
付
（
岡
家
所
蔵
文
書
「
津
和
野
町
史
』
「
津
和
野
町
、
一
九
七
○
年
、
七
一
頁
写
真
）
。
（
旧
）
前
掲
注
（
旧
）
『
津
和
野
町
史
』
一
（
七
二
頁
）
は
前
掲
注
（
Ⅳ
）
文
書
を
「
木
部
八
幡
宮
金
比
羅
権
現
宮
座
文
書
」
と
記
し
、
ま
た
前
掲
注
（
ご
『津和野町史』二（四一頁）には「権現行薗（吹野金比羅）」と
記している。
応
永
二
年
乙
亥
大
檀
那
兵
庫
頭
感
之
社
壇
然
欠
蒲
牢
之
逸
音
姜
有
別
当
栄
印
為
幹
縁
之
功
□
檀
那
之
鋳
成
大
法
器
就
音
声
仏
事
驚
天
上
天
下
仰
神
明
護
持
謹
為
銘
曰
（漢詩省略）
応
永
二
年
乙
亥
五
月
十
日
源
朝
臣
弘
家
大
願
主
金
剛
仏
子
阿
闇
梨
栄
印
誌
之
津
和
野
町
教
育
委
員
会
な
ら
び
に
桾
坂
【キーワード］
名
主
座
村
落
内
身
分
村
落
地
域
類
型
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
る
。
なお、以上の調査経費として、財団法人三菱財団の助成金を用いた。
【要約】
本
論
文
は
、
山
陰
地
方
に
お
け
る
名
主
座
の
分
布
と
そ
の
あ
り
か
た
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
島
根
県
吉
賀
町
の
大
元
申
し
・
七
草
申
し
・
牲
の
申
し
、
島
根
県
津
和
野
町
の
鷲
原
八
幡
宮
・
木
部
八
幡
宮
・
木
薗
神
社
の
名
主
座
に
つ
い
て論じた。この続きは、「山陰地方の名主座について（下とで論じる。
［英文標題】
宣豈・吻宮‐目（名主座）冒昌①のシヱーニ□の曰。〔（」）
4１ 
